
郷土資料館のあり方検討会
第２回 資料
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スケジュールの修正について

第1回（6/25）

◆先進取組について
の講話

◆郷土資料館のこれ 
までの経過と現状
の報告

◆参加者の意見交換

◆郷土資料館に対す
る提言・要望など

第２回（9/26） 第３回（11月） 第４回（2月）

直近の企画懇話会に意見反映⇒新館基本計画に反映

◆前回出された
提言、要望に対す
る検討と対応

◆先進事例の紹介

◆郷土資料館で想定する
機能
（郷土資料(地域資料)の
収集、活用）、収蔵庫の
保存状態の改善、効率的
な情報発信の強化、専門
性を高めた組織体制）

◆新図書館建設に伴う
郷土資料館のあり方
素案の提案

※運営委員からも出席い
ただき、内容を検討する。

◆前回の議論を反映
した「新図書館建設
に伴う郷土資料館の
あり方」の提案

◆提案に対する最終的
な検討

◆最終案の決定

現状と課題、
方向性の確認

先進事例の紹介
情報発信の検討

利用拡大の検討
素案の検討１

素案の検討２
新図書館と郷土
資料館について

・基本計画のハードに関わる機能の部分はできるだけ早く検討し、反映する必要があるため、第２回にハードに関連

する部分の協議を行う。

・第３回では、第２回で検討した内容を精査し郷土資料館のあり方素案を提示し、検討委員および郷土資料館運営委

員から意見をいただく。

郷土資料館あり方検討会 資料１
 令和７年９月２６日
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❶専門性・学術性の強化

目 的：庄内地域の歴史研究の拠点化

方向性：飯田市歴史研究所のような「研究支援型」モデル

大学・研究者との連携（共同研究、発表の場の提供）

デジタル化・目録整備による研究利便性の向上

施 策：研究者向けの閲覧環境整備

研究者とのネットワーク構築

専門スタッフの配置・育成

❷市民・非来館者への開かれたサービス

課 題：敷居が高い、近寄りがたい印象

方向性：初心者・子ども向けの展示や体験型コンテンツ

イベント（歴史講座、まち歩き、ワークショップ）

SNSや動画による情報発信

デジタルアーカイブ・オンライン史料検索の整備

❸公文書の取り扱いと公開機能の整備

課 題：市内に歴史的公文書を保存する施設がない

方向性：郷土資料館に「公文書館機能」を持たせる

公文書の保存・整理・公開体制の構築

以下３件を参照対象とする

A:飯田市歴史研究所

B:新発田市歴史図書館

C:郡山市歴史情報博物館

郷土資料館あり方検討会 先進事例の紹介 参照事例の選定 郷土資料館あり方検討会 資料２
 令和７年９月２６日
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Ａ：飯田市歴史研究所 B：新発田市歴史図書館 Ｃ：郡山市歴史情報博物館

外 観

所在地 長野県飯田市 新潟県新発田市 福島県郡山市

開設日 2003年 2018年 2025年

延床面積
646.32㎡

（旧鼎東保育園の園舎）
2084.51㎡

（旧図書館改修）

3,534.72㎡
（新築）

専門性
・

学術性

歴史研究と資料管理に特化．
研究員による共同・個別研
究、年報発行、学術講座

図書館法に基づく図書館．
約２万点の史料を所蔵．郷
土資料の収集・展示・閲覧

博物館法に基づく博物館．
考古・民俗・歴史資料を体
系的に展示・研究

開かれた
サービス

市民研究員制度、出前講座、
ワークショップ、若年層向
け学習機会の提供

読み聞かせ、講演会、ボラ
ンティア活動、デジタル
アーカイブ公開

出前講座、WS、SNS・広
報誌による情報発信、学校
団体受け入れ

公文書の
取り扱い

歴史公文書の保存・公開体
制を整備中．旧役場文書の
評価・整理も実施

古文書のデジタル公開あり．
公文書館機能は未整備

公文書館機能を併設.
条例・制度整備済み．閲
覧・デジタル公開も対応

かなえ

郷土資料館あり方検討会 先進事例の紹介 事例概要 郷土資料館あり方検討会 資料２
 令和７年９月２６日

4



郷土資料館あり方検討会 先進事例の紹介 飯田歴史研究所
(パンフレット抜粋)

郷土資料館あり方検討会 資料２
 令和７年９月２６日
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H29.6.16 社会文教委員会協議資料抜粋

郷土資料館あり方検討会 先進事例の紹介
飯田歴史研究所
（平面図）

2003年に暫定的な移転として旧保育園園舎を活用

第６期中期計画（2025～2028年度）より、以下の課題が示されている

(5)恒久的施設の立地・環境改善に向けた検討

・市民の利便性や学習支援の効果を期待できる場所への移転を検討

・地域史研究を安定的に行うための施設環境についても検討

・恒久的施設への移転に向けて、公文書館機能の整備も検討が必要

郷土資料館あり方検討会 資料２
 令和７年９月２６日
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YouTube飯田市歴史研究所ってどんなとこ？【長野県飯田市からのお知らせ】

郷土資料館あり方検討会 先進事例の紹介 飯田歴史研究所
（SNS活用事例）

郷土資料館あり方検討会 資料２
 令和７年９月２６日
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郷土資料館あり方検討会 先進事例の紹介
新発田市歴史図書館
（HPより基本方針）

基本方針

新発田市立歴史図書館は、「新発田市立図書館基本方針」に示された「郷土の歴史や文化を大切にする図書館」に

基づき、以下のとおり運営してまいります。

1未来へ向けた新発田市の歴史の継承

新発田藩領と新発田市域を対象として、主に次に示す資料や情報を収集し、保存、公開することで、

歴史を未来に継承します。

歴史資料 古文書、和書・漢籍、絵図など紙媒体の資料、写真、8mmフィルム、ビデオ

などの映像資料、録音テープなど音声資料

郷土資料 県史、市町村史など、地域の歴史に関する図書、郷土史研究雑誌など、地域の

歴史に関する定期刊行物、地域の歴史を知るための参考文献（研究書、事典類など）

2新発田市の歴史や郷土についての学びと発表の場の整備

新発田の歴史を研究したい人、新発田の歴史に関心を持って訪れた人たちの意欲に応えられる施設をめざすために、

収集した資料・情報は自由な閲覧を可能とし、研究や学習のためのスペースも確保します。また、専門職員による

レファレンス（資料を用いた研究・学習の案内）の機能も強化します。歴史を通じて、新発田で学ぶ子どもたちに

郷土愛を育む施設をめざして、子どもたちに向けた企画も充実させます。

3歴史で繋がるコミュニティと賑わいの創出

地域の歴史を基に来館者の関心を高め、地域を知る楽しみによって形成される交流コミュニティと賑わいを創出し

ます。そのために、さまざまなイベントを企画し、また、市民の多様な歴史学習、歴史研究の活動を支援します。

さらに、周辺施設との連携も図っていきます。

業務概要

資料の閲覧、貸出、複写のサポート／資料の選定、発注、契約、受入、

目録（カタログ）データ作成／資料の装備、製本、修理／資料の登録及び資産管理

レファレンスサービス／企画展、普及啓発事業の実施／古文書等の電子化・公開

郷土資料館あり方検討会 資料２
 令和７年９月２６日
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郷土資料館あり方検討会 先進事例の紹介 新発田市歴史図書館
（HPより案内図）

３階

２階

１階

図書館基本方針抜粋

一般図書や藩政史料等の飽和状

態及び分散収納の現状を解消す

るとともに、時代にあった機能

を同時に取得するため、市立図

書館を一般図書、児童図書等を

扱うとともに分館・分室を統括

し学校図書館との連携等の機能

を担う中央図書館と、歴史史料

や郷土資料等の収集、保存、活

用等の機能を担う歴史図書館と

に分けて整備を進めることとし

…

展示室１

郷土資料館あり方検討会 資料２
 令和７年９月２６日
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郷土資料館あり方検討会 先進事例の紹介 新発田市歴史図書館
（HPよりイベント例）

まちあるきイベント 歴史資料の学び方体験 江戸時代の巨大絵図大公開

郷土資料館あり方検討会 資料２
 令和７年９月２６日
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郷土資料館あり方検討会 先進事例の紹介 郡山市歴史情報博物館
（HPより施設概要）

郷土資料館あり方検討会 資料２
 令和７年９月２６日
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郷土資料館あり方検討会 先進事例の紹介
郡山市歴史情報博物館
（HPより１階ゾーニング）

郷土資料館あり方検討会 資料２
 令和７年９月２６日
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郷土資料館あり方検討会 先進事例の紹介 郡山市歴史情報博物館
（HPより第１回企画展案内）

郷土資料館あり方検討会 資料２
 令和７年９月２６日
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第一回郷土資料館あり方検討会でのご意見と想定する機能

１ 第１回目の主な意見

郷土資料館あり方検討会 資料３
 令和７年９月２６日

①郷土資料（地域資料）の収集、活用：庄内全域の資料を収集および積極的な活用。行政資料の一部保存。

②収蔵庫の保存状態の改善：空調を導入し、一定の温湿度に保つようにすることで保存状態を改善する。 

③効率的な情報発信の強化：SNS・HPの活用、郷土資料館報、企画展図録などの新たな情報発信を行う。

④専門性を高めた組織体制：専門性を高める組織体制を検討する。

●資料収集について
・資料を集めることも大事だが、それをどうやって活用するという視点が必要
・歴史資料は充実しているが、今を生きる人向けの行政資料が所蔵されていない
・郷土資料館には史料が残っていることが強みなので、その部分を継続させることは必要
●組織体制について
・郷土資料館と図書館との組織的な考え方は主に次の三つ

①現行のような兼任体制 ②建物は同じでも組織上分かれる ③建物も組織も離れる
・図書館と一体であることの利便性は日頃から感じている
・現在の体制では、マンパワーが甚だ不足している
●周知、地域との距離
・一般の人たちからすれば郷土資料館は入りにくいので、市民にとって身近な存在であることが重要
・新しい事業を考えたり、研修会を開いたり、また文化財的な相談や市内の街歩き事業などでも相談できるような文化セン
ター的な役割を担ってもらいたい。
・人の目につく所に展示スペースを設けると市民、特に子供が自分の住む町の歴史に興味を持つようになる
●ハード面について
・市民の学習機会に資するような講座室や会議室は必要である
・空調もなく、保存状況が良くない環境であるが、史料を箱と封筒に入れて保存していることは良い
・図書館と一体になって新館に収蔵庫をつくる場合、うまく棲み分けして、空調や湿度に留意することが必要
●郷土資料館の機能について
・郷土資料のレファレンスカウンターがあると、利用者も気軽に相談できる

２ 想定する機能の概要

14



①郷土資料（地域資料）の収集活用

最上家時代の鶴岡城図

１ 現状と課題

●資料収集について
・資料を集めることも大事だが、それをどうやって活用するかという視点が必要
・歴史資料は充実しているが、今を生きる人向けの行政資料が所蔵されていない
・郷土資料館には史料が残っていることが強みなので、その部分を継続させることは必要
●周知、地域との距離
・一般の人たちからすれば郷土資料館は入りにくいので、市民にとって身近な存在であることが重要
・新しい事業を考えたり、研修会を開いたり、また文化財的な相談や市内の街歩き事業などでも相談できるような文化セン
ター的な役割を担ってもらいたい。
・人の目につく所に展示スペースを設けると市民、特に子供が自分の住む町の歴史に興味を持つようになる

２ 対応する項目、第１回目の主な意見

３ 対応案

庄内地域全域の郷土資料を収集している、文書館的性格を持つ施設。

・庄内地域全体の資料収集を継続し、貴重な資料はデジタルアーカイブなどで積
極的に活用する。
・一般来館者の目に留まりやすい１階ロビーや図書館フロアでの展示を検討。
・市民や観光客向けのサービスとして、鶴岡の歴史が概観できる展示により、そ
れぞれの特徴を持つ文化施設と連携するなどして街中への周遊につなげる。
・保存年限の過ぎた行政資料を評価選別のうえ、歴史的公文書（地域資料の一
部）として保存し、適切に管理する。
・収蔵庫の容量を考慮し、郷土資料館として保存する文書は限定する。

致道
博物館

丙申堂

郷土
資料館

大宝館

致道館

※周遊の
イメージ
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郷土資料館あり方検討会 資料３
 令和７年９月２６日



②収蔵庫の保存状態の改善

１ 現状と課題

２ 対応する項目、第１回目の主な意見

３ 対応案

・新図書館では、収蔵庫の適切な温湿度管理を行い、保存状態の改善を図る。

・現在、一部資料は他施設で保管している。今後も本館以外の施設も活用し、資
料の効率的な保管を目指す。

※講座室や会議室については、施設全体の機能として、検討を進めていく。

現在の保管状況
箱に入ってはいるが、空調はな
い。

スタックランナーなどで収蔵数
を確保。空調により保存状態を
改善。

出典：聖籠町立図書館HP

●ハード面について
・市民の学習機会に資するような講座室や会議室は必要である
・空調もなく、保存状況が良くない環境であるが、史料を箱と封筒に入れて保存
していることは良い
・図書館と一体になって新館に収蔵庫をつくる場合、うまく棲み分けして、空調
や湿度に留意することが必要

・郷土資料の保管場所が閉架書庫と共用となっており、手狭になってきており、新たな貴重資料の保管が困難となって
きている。
・閉架書庫の空調は故障しており、保存環境は劣悪である。
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郷土資料館あり方検討会 資料３
 令和７年９月２６日



③効率的な情報発信の強化

１ 現状と課題

２ 対応する項目、第１回目の主な意見

３ 対応案

・SNSやHPを活用し、デジタルアーカイブと連携した情報発信を積極的に行う。
・SNSは、新館建設に向けて運用を開始し、郷土資料館のファンを増やすように積極的に
発信し、幅広い層に郷土資料館の魅力を伝え、来館者の増加を目指す。
・郷土資料館としての「館報」、庄内地域の歴史に関わる研究論文「研究紀要」、企画
展示の「図録」などを刊行し、現在の利用者やファンがさらに喜ぶような情報発信を行
うとともに独自収入の確保を図る。
・市民サークルなどの独自事業、イベントなどの活動支援（施設利用、資料貸出、文献
相談など）を行うほか、現在も行う出前講座などを引き続き行い、積極的に地域と関
わっていく。 高知県立坂本龍馬記念館の図

録、研究紀要、館報

●周知、地域との距離
・一般の人たちからすれば郷土資料館は入りにくいので、市民にとって身近な存在であることが重要
・新しい事業を考えたり、研修会を開いたり、また文化財的な相談や市内の街歩き事業などでも相談できるような文化セ
ンター的な役割を担ってもらいたい。
・人の目につく所に展示スペースを設けると市民、特に子供が自分の住む町の歴史に興味を持つようになる

・イベントや企画展などについては、チラシ、ポスターなどの紙媒体のほか、HPへの掲載などで情報発信をしてきたが、情
報を受け取る対象者が限定的となっている。
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郷土資料館あり方検討会 資料３
 令和７年９月２６日



郷土資料館の方向性及び組織体制の比較について

山崎委員より

◆歴史資料を扱う施設の課題

①歴史研究者の要望に対する史資料の提供 → 利便性の向上

②子どもたちや住民の施設利用の対応 → 裾野を広げる

利
便
性
の
向
上

裾野を広げる

機

能

◆図書館と郷土資料館の組織上のパターン

①建物と組織が分かれる

②建物は同じだが組織上は別々

③組織として資料館が図書館に含まれる

図書館 郷土資料館

図書館

郷土資料館

図書館
（郷土資料館の
機能を含む）

◇メリット ◆デメリット

・人材と専門性と予算を確保できる。
・図書館との共用部分を使用できることとな
り、資料収容スペースを確保できる。
・収容スペースが広がることによって、庁舎
等にあった史資料を集約することができる。

・人件費、施設維持費に費用がかかる。
・資料の線引きが難しくなる（例えば
新聞など）。
・資料の相互利用ができなくなる。
・入館者数が激減する（郷土資料館の日常
的な利用はなくなる）。

・資料の相互利用が可能になる。
・図書館に来館者も利用するため、ある程
度の利用者数が見込まれる。
・図書館との一体性を確保しながら、
郷土資料館の独自の事業展開が
期待できるようになり、予算も確保される。

・収容スペースの確保が難しくなる。
・図書館に比すれば、利用者数が少な
いため、施設内に資料館を設置する
対外的な理由付けが必要である。

・資料の相互利用が可能となる。
・ある程度の利用者数が見込まれる。
・図書館との一体性の利便性を生かし、
共同で事業を展開することができる。

・収容スペースの確保が難しくなる
・図書館の組織内に組み入れられるた
め、永続的な人材の専門性が担保され
なくなる。そうなった場合、資料が活用さ
れなくなり、館そのものの活動が限定的
となる
・郷土資料館としての予算確保が難しくなる。

郷土資料館あり方検討会 補足資料
 令和７年９月２６日
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